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ョッば땎表参道떵新潟館てげなげ땏땆渋谷区神

宮前４땇뙙館内の日本料理店땎静香庵땏は旬の

素材にこだわり뙘居酒屋땎新潟食楽園땏はリ

ーこっはやな郷土料理が自慢だ뙙

　 静香庵では、昨年２月に安倍晋三首相や

岸田文雄外相らがでドグゆ塩焼き、新潟和

牛、はもれド米「新之助」を堪能。首相と

の関係が微妙とされる自民党の野田聖子衆

院議員も同席したが、新潟の食材を前に和

気あいあい、盛り上がったという。땎居足

そうに京食してくれ。した」と支配人料理

長の山田哲也さん땆땇。

　 新潟食楽園はじレいそ度やふのりそば、

栃尾の油揚げが人気ぺつュー。種類近い

地酒があるが、糸魚川大火の後、被災した

「加賀の井酒造」の日本酒が品切れに。復

興を後押しし」うと大勢の客が注文したた

めで、全国の善意と糸魚川の懸け橋にもな

っている。

　 問い合わせは静香庵が땆땇、新

潟食楽園は땆땇。

３ 特 　 　 集 　 　 　 （日刊）新潟日報 ２０１７年땆平員２９年땇１月２４日（火曜日） 第３種郵便物認可
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